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２０１５年７月０１日作成 第２版＊    動物用医療機器許可番号 動薬第２３－２２９号 

２０１３年６月２４日作成 第１版 

 

単回使用吸引嘴管並びに体内留置用チューブ及びカテーテル 

動物用一般医療機器 

スリットドレーンカテーテル 

動物用 単回使用 

 

【警告】 

1. カテーテルの先端のスリット部は完全に皮下に留置し、体

表上にださないこと。（吸引不良となり、排液効果が発揮で

きず、感染を起こすおそれがある。） 

2. 吸引操作中はエアリークに注意し、吸引が行われているこ

とを確認すること。（カテーテル穿入部や接続部からのエア

リークにより吸引不良となるおそれがある。） 

3. 吸引が十分に行えない場合はカテーテルのミルキングを行

うこと。（血液、滲出液等によるカテーテルの閉塞のおそれ

がある。） 

 

【禁忌・禁止】 

1. 再使用禁止。 

2. 動物以外には使用しないこと。 

3. カテーテル、接続部位あるいは穿刺挿入部位の消毒等にア

ルコール含有薬剤もしくは脱脂目的のアセトン等の有機溶

剤を使用しないこと。（薬剤との接触でカテーテルの強度が

低下し、亀裂あるいはひび割れ等が生ずるおそれがあるた

め） 

 

【形状・構造及び原理等】 

カテーテルと付属品の組み合せ 

 カテーテルは全長 550mmと 1200mmの 2タイプがある。（＊） 

 トネラ付きとトネラなしの 2タイプがある。 

 Rコネクタ（＊）は、カテーテルの内径に適合する種類を同封

してある。 

 

カタログ番号 
カテーテル 

サイズ 

カテーテル 

全長[mm] 
トネラ R コネクタ 

DC-1055T 10Fr 

 

550 

 

○ ○ 

DC-1055 － ○ 

DC-1555T 15Fr 

 

○ ○ 

DC-1555 － ○ 

DC-2055T 20Fr 

 

○ ○ 

DC-2055 － ○ 

DC-10D2T（＊） 10Fr 

1200 

 

○ ○ 

DC-15D2T（＊） 15Fr ○ ○ 

DC-20D2T（＊） 20Fr ○ ○ 

 

１）カテーテル 

深度マークはスリット部とドレーン部の境界からドレーン部

側に 40mm の位置に“●”印で示す。 

 

スリット部 ドレーン部

深度マーク

トネラ又はRコネクタとの接続端

スリット部断面形状 

 

 

スリット部、およびドレーン部の長さ（＊） 

カテーテル 

全長[mm] 

カテーテル 

サイズ 

スリット部 

長さ[mm] 

ドレーン部 

長さ[mm] 

550 10/15/20Fr 150 400 

1200 
10Fr 200 1000 

15/20Fr 300 900 

 

２）トネラ 

トネラは、カテーテルに接続し体内から体外に向けて皮下を通

すためのもの。可曲部は、操作方法に合わせて曲げることがで

きる。 

 

ドレーン部との接続端

可曲部
 

３）Rコネクタ 

当社の P-VAC 吸引リザーバーまたはバルブ型吸引リザーバー
（＊）とカテーテルを接続するために使用できる。尚、本コネク

タ内腔（内径）は注射筒のオスルアーチップに接続できる。 

 

ドレーン部との接続端

吸引リザーバーとの接続端

注射筒のオスルアーチップと

接続可能。（内腔に挿入）

 

 

【性能、使用目的、効能又は効果】 

本品は、体内（胸腔、腹腔あるいは創部）に貯留した血液、濃、

滲出液等を体外へ排出させるために用いる滅菌済みカテーテ

ル製品で、そのまま直ちに使用できる。  
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【操作方法又は使用方法等】 

（トネラを使用してカテーテルを留置する場合） 

 

1. トネラを使用する場合は、ドレーン部のトネラとの接続端

にトネラを奥一杯まで押込み接続する。 

《注意》トネラの保護管を嵌めたまま行うこと。（トネラの

“刃”の部分に触れると怪我をするため） 

 

2. 創部にカテーテルのスリット部を留置する。 

 

3. スリット部の留置部位の近傍の皮膚を剥離鉗子を使用して

切開を行い、カテーテル皮膚挿入部を作成する。 

 

4. トネラを皮膚切開した部分の皮下側から体表面へ貫通させ

ドレーン部を体外へ引き出す。 

《注意》本品の留置の際は、皮下及び筋層を這わせること。 

 

5. トネラが接続されたドレーン部端を“はさみ”で切り落と

す。 

《注意》トネラを引張って外さないこと。（トネラは容易に

外れないので、トネラの“刃”の部分に触れて怪我をする

おそれがあるため） 

 

6. 深度マークを目安としてスリット部を創部の適切な位置に

留置する。 

《注意》深度マークは、スリット部とドレーン部の境を起

点にし、ドレーン部側に 40mm の位置にある。 

《注意》スリット部とドレーン部の境は、少なくとも皮下

より体内側に位置すること。（ドレーン部の引き出し経路の

周囲の気密性を確保するため） 

 

7. スリット部は創内の最もドレナージを必要とする部位にね

じれないように設置し、適切な長さに合わせて切除する。 

 

8. 体外のドレーン部を適切な長さに合わせて切除する。 

 

9. ドレーン部はテープ又は縫合糸で皮膚に固定する。 

《注意》固定の糸を過度に固く締めすぎないこと。（ドレー

ン部の内腔の狭窄又は閉塞を防ぐため） 

 
（トネラを使用しないでカテーテルを留置する場合） 

 

1. 創部にカテーテルのスリット部を留置する。 

 

2. スリット部の留置部位の近傍の皮膚を剥離鉗子を使用して

皮膚切開を行い、カテーテル皮膚挿入部を作成する。 

 

3. ドレーン部の端を斜めに切り落とし、皮膚切開部分に容易

に挿入できるようにする。 

 

4. ドレーン部を、皮膚切開した部分の皮下側から体表面へ貫

通させ、鉗子で摘まんで体外へ引き出す。 

《注意》本品を留置の際は、皮下及び筋層を這わせること。 

 

5. 深度マークを目安としてスリット部を創部の適切な位置に

留置する。 

《注意》深度マークは、スリット部とドレーン部の境を起

点にし、ドレーン部側に 40mm の位置にある。 

《注意》スリット部とドレーン部の境は、少なくとも皮下

より体内側に位置すること。（ドレーン部の引き出し経路の

周囲の気密性を確保するため） 

 

6. スリット部を創内の最もドレナージを必要とする部位にね

じれないように設置し、適切な長さに合わせて切断する。 

 

7. 体外のドレーン部を適切な長さに合わせて切除する。 

 

8. ドレーン部をテープ又は縫合糸で皮膚に固定する。 

《注意》固定の糸を過度に固く締めすぎないこと。（ドレー

ン部の内腔の狭窄又は閉塞を防ぐため） 

 

（P-VAC吸引リザーバー等の吸引器への接続） 

 

1. 同封の R コネクタ（＊）をカテーテルのドレーン部内腔（内

径）に接続する。 

 

2. R コネクタを吸引リザーバー（当社別売り）に接続する。 

《注意》当社のＰ-ＶＡＣ吸引リザーバーまたはバルブ型吸

引リザーバー（＊）以外の吸引ポンプを使用する場合は、カ

テーテルとその吸引ポンプが接続可能であることを予め確

認しておくこと。 

 

3. ドレナージを開始する。 

《注意》吸引ポンプ等の使用方法はその添付文書に従うこ

と 

 

4. 使用中に各接続部よりの漏れや外れの有無を観察する。 

《注意》ドレーン部とコネクタの接続部並びにコネクタと

P-VAC吸引リザーバー等の接続部は使用中に緩むことがあ

る。締め直し等の適切な処置を行うこと 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

 包装の破損したもの、開封済みのもの又は水濡れしたもの

は使用しないこと。 

 包装を開封したら、速やかに使用すること。 

 

【貯蔵・保管方法及び使用期間等】 

１．貯蔵・保管方法 

室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保

管する。 

２．使用期限 

製造後５年間／包材に年月日を記載。 

 

【包装】 

１セット／袋 

 

【製造販売業者／製造業者の名称及び住所等】 

製造販売業者 

有限会社オーキッド 

〒437-0226 静岡県周智郡森町一宮 6017-1 

電話番号：0538-89-6051 

 

製造業者 

有限会社オーキッド 


